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１．専門モジュールイントロダクションの目的 

 COMSOL Multiphysics®の各専門モジュールにおける基本的な問題を取り上げ、検討

したい分野で操作手順をすぐに試すことができるようにすることが目的です。 

 COMSOL Multiphysics®トライアル版を受領後、本書の内容をトレースすることでトラ

イアル期間を有効につかうことができるでしょう。 
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２．チュートリアル 

２次元リチウムイオン電池 

 

出典：INTRODUCTION TO Batteries and Fuel Cells Module p.20 以降 

 

手順 

モデルウィザード 

１．デスクトップの COMSOLアイコンをダブルクリックします。ソフトウェアが起動す

ると画面にモデルウィザードを使う（COMSOL モデルを新規作成）か 

ブランクモデルを使う（手動で COMSOLモデルを新規作成）かを選 

択する画面が表示されます。ここではモデルウィザードを選択しま 

す。COMSOLがすでに起動している場合にはファイルメニュで新規を 

選択後にモデルウィザードを選択します。  

２．空間次元選択ウィンドウで２Ｄをクリックします。 

３．フィジックス選択ツリーで電気化学を展開し電池インターフェースの下のリチウム

イオン電池をダブルクリックします。すると、追加フィジックス選択リストに表示され

ます。別の方法として、リチウムイオン電池を選択し、追加ボタンを押す方法がありま

す。 

４．スタディをクリックします。 

５．標準スタディの下のスタディツリーで初期化を伴う時間依存を選択します。 

６．完了をクリックします。 
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ジオメトリ 

１．ホームツールバー上でジオメトリ＞インポートボタンをクリックし、設定ウィンド

ウズで参照ボタンをクリックします。 

２．アプリケーションライブラリフォルダに¥Batteries_and_Fuel_Cells_Module¥Batteries, _ 

Lithium-Ion をブラウズし、li_battery_tutorial_2d.mphbin を選択して開くボタンをクリック

します。インポートボタンをクリックします。 

 

材料 

１．材料ツールバーで「材料追加」を選択します。 

２．「材料追加」ウィンドウでバッテリーと燃料電池＞LiPF6 in 1:2 EC:DMC and p(VdF-HFP) 

(Polymer electrolyte, Li-ion Battery)を選択し、「コンポーネントに追加」をクリックしま

す。 

３．「材料追加」ウィンドウでバッテリーと燃料電池＞LMO Electrode, LiMn2O4 Spinel 

(Positive, Li-ion Battery)を選択し、「コンポーネントに追加」をクリックします。設定ウ

ィンドウでドメイン 1を選択します。 

４．材料ツールバーで「材料追加」を再度クリックします。 

 

リチウムイオン電池 

電解質 

１．リチウムイオン電池＞電解質 1をクリックします。 

２．設定ウィンドウでモデル入力セクションの濃度を電解質塩濃度に変更します。 
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多孔性電極 1の設定 

１．フィジックスツールバーのドメインで多孔性電極を選択します。 

 

２．設定ウィンドウでドメイン１を選択します。 

３．モデルセクション入力の濃度 cを「電解質塩濃度」に変更し、電解質材料を以下に設定

します。 

  

５．体積分率のセクションで電解質体積分率に 1-0.4-0.172を入力します。 

６．有効輸送パラメータ補正のセクションに全てのリストを Bruggeman にします。 
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多孔性電極反応 1の設定 

１．リチウムイオン電池＞多孔性電極 1 を展開

し、多孔性電極 1をクリックします。 

２．設定ウィンドウで平衡電位 Eeq と平衡電位

温度微分を「材料データ参照」にします。モデ

ル入力の濃度 cを「粒子濃度插入(表面)」に変更

します。 

 

電極電流の設定 

１．フィジックスツールバーの境界で「電極＞

電極電流」を選択します。 

１．設定ウィンドウで境界番号 10 を設定しま

す。電極電流の全電流に-0.05[A]を入力しま

す。 

電極表面 

１．フィジックスツールバーの境界で「リチウムイオン電池＞電極表面」を選択します。 

２．設定ウィンドウで「選択をペースト」ボタンをクリックし、境界番号 5、 7と 12を入

力します。 

 

スタディ１ 

１．スタディ１ノードを展開し、ステップ２：時間依存をクリックします。設定ウィンドウ

で以下の通りに設定します。 
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２．計算を実行します。 

結果 

電解質塩濃度 
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